
GREAT EAST JAPAN EARTHQUAKE  
RECOVERY INITIATIVES FOUNDATION 

復 興 支 援 を 通 じ て 、
次 の 世 代 が 幸 せ に 暮 ら す
社 会 の 創 生 に 貢 献 す る 。

子 ど も た ち が 夢 と
希 望 を 育 む
環 境 を 実 現 す る 。

当財団の理念

ビジョン

2011年３月11日ー、東日本大震災。

この日、多くの人々にとって悲しい出来事が起こりました。

被災地では、多くの家族が、これまで経験したことがないような

過酷な現実に直面し、子どもたちも困難な状況の中暮らすことに

なりました。

わたしたちは被災地の多くの子どもたちの声に耳を傾け、

その健やかな成長を見守ることこそ、

被災地、ひいては社会全体の未来を創ることだと考えました。

外で遊ぶこと、勉強すること、家族と一緒に暮らすことといった

“あたりまえをあたりまえ”に戻したい。

困難な状況の中、前向きにチャレンジする子どもたちを

少しでも多く支援したい。

わたしたちは継続的にこうした活動を実施すべく財団を設立し、

「みんなでがんばろう日本」をスローガンに、

被災地の子どもたちとその家族を応援するために活動しています。



31.11億円支援額合計 約75,000人と337の団体支援者数合計

学べるしあわせをみんなに

まなべる基金
東日本大震災の影響による経済的な理
由で、就学・進学が困難となった高校
生のための、返還不要の給付型奨学金
です。

支援総額 14.49億円 支援者数 2,571人
※2015年5月末時点

これまでの支援活動の概要と実績  【 設立〜2015年5月末まで 】

子どもたちの成長を支える団体の
活動をバックアップ

子どもサポート基金

支援総額  5.71億円 支援件数 313団体
※支援額は助成決定時での総額である。

被災地域で子どもたちが健やかに成長
できるよう活動するNPOやボランティ
ア団体への助成を行っています。

話す・つながるをサポート

18歳まで携帯料金サポート

支援総額  970万円 支援者数 42人
※2015年5月時点

震災で保護者を亡くした子どもたちを対象に、身近な
人々と話す・つながるためのコミュニケーションツー
ルである、携帯電話の料金をサポートしています。

スポーツを通じて夢を応援

みやぎ「夢・復興」
ジュニアスポーツパワーアップ事業
宮城県の小学生を対象に、スポーツを
通じて子どもたちの夢を応援するとと
もに、将来の宮城の復興を支える、心身
ともにたくまし
い人材を育成
します。

支援総額 2.29億円 支援者数 284人
※2016年3月までの支援予定額、支援予定者も含む。

MI   AGI

“こども”の力で未来を支える

福島こども力
プロジェクト
さまざまな体験活動を提供する団体へ
の支援を通じ、未来の福島の復興を担
う子どもたちの成長を応援します。

支援総額  2.96億円 支援者数 58,800人
※2016年3月までの支援予定額、支援予定者も含む。

被災地域の復興や活性化のために活動
する若者を資金面と人材面から支援
し、「思いを形にできる人間」への成
長と活動のさらなる発展を後押しする
取り組みです。

地域と向き合う若者の活動を支援し、
東北に活気と変化を創造する

ユースアクション東北

NEW



財団の活動全般へのご寄付

私たちの高校生活を支え応援してくださりありが
とうございます。震災が起きてから三年が経ちま
したが、私にとってはあっという間に過ぎていっ
た三年間でした。
避難先に転居した後は、あの地震のことを忘れら
れず、毎日福島での生活を振り返るばかりでした。

それでも、時は過ぎていき、前に進まなければならないという気持ちをか
げで支え、背中を押してくれたのはまなべる基金の寄付者の方々でした。
奨学金は国家資格の受験料や参考書の購入費などに使わせていただきま
した。福島で起きた震災のことを忘れることなく、いつかは地震や津波の
おそろしさを少しでも伝えていけたらいいなと思っています。

（福島県／高校 3 年）

僕は今、地元プロ野球チームのジュニア選手とし
て練習に励んでいます。アカデミーでは、トップ
アスリートの方から直接教えていただき、スポーツ
に対する考え方が変わりました。今は自分の目標
を持ち、自宅での練習を欠かさずにやっています。
また、あいさつ・お礼といったマナーの大切さや、

将来の宮城について考えるようになりました。僕は自分のことだけでなく
誰かのために尽くせる、そんな大人になりたいです。

（宮城県／中学 1 年）

もど子たけ受を援支 た ち か ら の
メ ッ セ ー ジ

みやぎ「夢・復興」ジュニアスポーツパワーアップ事業

まなべる基金

〒105-7313　東京都港区東新橋1-9-1 東京汐留ビルディング13階
TEL:03-6889-1560　FAX:03-6889-1568

この印刷物は、復興支援の一環として、
福島県の印刷会社に、デザイン制作
および製造を依頼し発行したものです。2015 年 10 月発行

東日本大震災復興支援財団 検 索

http://minnade-ganbaro.jp/

https://www.facebook.com/
ganbarojp

https://www.youtube.com/
user/minnadeganbarojp

当財団に関する情報を発信しています。ぜひご覧ください。

皆さまのご寄付・ご支援が、
私たちの取り組みにつながっています。

当財団では、以下のようにご寄付を受け付けております。いただいた
寄付金は被災地の子どもたちの支援のため、大切に活用させていた
だきます。特定の支援活動に限ったご寄付も可能です。

SoftBank の
スマートフォンから

その他の
携帯電話から

※ SoftBank のスマートフォンをお使いの方は、携帯電話料金と一緒に
寄付金をお支払いただけます。

※ SoftBank のスマートフォン以外をお使いの方は、「かざして募金」の
ページ経由でクレジットカード決済となります。

携帯電話から

当財団が行う支援活動全般へのご寄付で
す。いただいた寄付金は、被災地の子ども
たちを支援するための活動に 100% 役立て
てまいります。

みずほ銀行　大手町営業部（112）
普通預金　3514117
公益財団法人東日本大震災復興支援財団

（コウエキザイダンホウジン　ヒガシニホンダイシンサイフッコ
ウシエンザイダン）

銀行振り込み

「まなべる基金」銀行振り込み

「みやぎ『夢・復興』ジュニアスポーツパワーアップ事業」
銀行振り込み

特定の活動へのご寄付

本口座への寄付金は、「まなべる基金」の
奨学金として 100% 役立ててまいります。

本口座への寄付金は、宮城県の小学生を対
象に、トップアスリートの育成を通じた人材
育成プログラムと、子どもたち全体の体力
向上を目指すプログラムを実施するために
100% 役立ててまいります。

みずほ銀行　大手町営業部（112）
普通預金　3514439
公益財団法人東日本大震災復興支援財団

（コウエキザイダンホウジン　ヒガシニホンダイシンサイフッコ
ウシエンザイダン）

みずほ銀行　大手町営業部（112）
普通預金　3517405
公益財団法人東日本大震災復興支援財団

（コウエキザイダンホウジン　ヒガシニホンダイシンサイフッコ
ウシエンザイダン）

その他、クレジットカードや、JapanGiving、
Yahoo! ネット募金などでもご寄付いただけます。

詳細は、当財団ホームページをご覧ください。

http://minnade-ganbaro.jp/shien/donation/

公益財団法人東日本大震災復興支援財団ホームページ


